
回 実施日 時間 形式 授業のねらい 授業内容 生徒の学習活動 指導上のポイント 生徒の反応 教員のコメント

1 6月23日 50分 授業 講座の学習に
ついて理解す
る。

①自己紹介･･･担当教員・生
徒の自己紹介
②これからの活動につい
て･･･プリントを用いて、これ
からの活動について説明を受
ける。
③アンケート･･･この講座を選
んだ理由やこれからの活動に
ついて要望などを記入する。
（①10分②30分③10分）

＊担当教員による授業

①互いに自己紹介を
した。
②説明を聞きなが
ら、これからの活動に
ついて理解する。とく
に、小惑星探査機
「はやぶさ」が小惑星
「イトカワ」に向かって
航行中であり、今年
秋に表面のサンプル
を採取する計画であ
ることを知る。
③アンケートに回答
する。

これからの学習に
ついてわかりやす
く説明する。生徒
の学習への意欲を
喚起する。

宇宙について
学習できること
に期待をしてい
るが、まだ全体
として漠然とし
ているようであ
る。

この講座では、前半で小惑星
探査機「はやぶさ」のミッショ
ンをとおして宇宙探査の一端
を理解し、後半で宇宙や宇宙
探査について各自のテーマ設
定をして課題学習をおこなう
予定です。次回から「はやぶ
さ」について学習を始めたいと
思います。ご支援をよろしくお
願いいたします。

2 6月30日 50分 授業 ①プリントを用いて、太陽系の
大凡の大きさのイメージ作り
をする。
②ＤＶＤ『はやぶさ　～世界初
の小惑星サンプルリターン
～』を用いて、このミッションの
概要を理解する。
（①15分②35分）

＊担当教員による授業

①プリント「太陽系の
大きさ」に、指定され
た太陽からの距離（ミ
リ単位の長さ）で惑星
をプロットする。
②ＤＶＤを見ながら、
プリント「ＤＶＤ『はや
ぶさ　～世界初の小
惑星サンプルリター
ン～』を見て」にＤＶＤ
の内容を記入する。

①全体の太陽系の
距離感を把握させ
る。また、火星まで
は太陽に近いが木
星からは太陽から
遠く離れていること
を理解させる。
②ＤＶＤを漫然と見
ることのないよう
に、プリントに必要
事項を記入させ
る。

②ではDVDを
熱心に見てい
た。壮大なドラ
マの始まりを感
じているようで
ある。

生徒は、二つの内容を１時間
で行ったためやや消化不良気
味であったが、「はやぶさ」の
ミッションの概要は掴んでいる
と思います。２週間後に宇宙
科学研究本部でのご講義を
楽しみにしています。

3 7月14日 50分 見学
講義

「はやぶさ」
ミッションをと
おして、宇宙
探査の一端を
理解するとと
もに、「総合的
な学習の時
間」の各自の
課題研究の
テーマ設定に
役立てる。

宇宙科学研究本部を見学す
る。
「はやぶさの成果について」
講師：津田雄一（JAXA）
支援：森治、浅野眞、岸詔子
（JAXA）

・小惑星探査機「はやぶさ」の
実物大の模型を前にして「は
やぶさ」の構造や各部の機能
を学んだ。
・ビデオ「はやぶさ～世界初の
小惑星サンプルリターン～」
やプレゼンソフトを用いた講
義で、「はやぶさ」ミッションの
概要を学び、その後特にイオ
ンエンジンと自律航行など今
回のミッションの特徴について
学んだ。

予め配布したプリント
に講義内容を記入し
ながら理解に努め、
疑問点などを質問し
た。

講師を務めていた
だいた津田先生・
森先生には模型や
映像を利用して丁
寧にわかりやすく
説明をしていただ
いた。

学校で事前学
習を行っていた
が、実際に模
型を見て直接
携わっている研
究者に話を聞
き、宇宙探査を
身近に感じた
様子であった。

本日は「はやぶさ」ミッション
の概要を中心に講義をしてい
ただきました。初めてのことで
生徒も緊張していましたが、
学ぼうとする姿勢はあったと
思います。津田先生、森先生
には今後も継続してサポート
していただけるということで大
変有り難く思います。次回は
サンプル採集と地球への帰還
がテーマになると思います。
今後もよろしくお願いいたしま
す。

4 9月1日 50分 授業 ①現在の「は
やぶさ」の様
子を知る。
②「宇宙のカ
レンダー」作り
の概要を理解
する。

①宇宙研Web「今日のはやぶ
さ」を印刷して配布し、これを
もとに現在のはやぶさの様子
について説明をした。
②見本を配布し「宇宙のカレ
ンダー」とは何か、また、どの
ようにして作るか説明をした。
（①10分　②40分）

＊担当教員による授業

①配布した宇宙研
Web「今日のはやぶ
さ」にメモをしながら
理解に努めた。
②「宇宙のカレン
ダー」とはどのような
ものか、どのように作
るか理解に努めた。

①休み前の「はや
ぶさ」の様子を思
い出させる。
②たとえば今から
46億年前の太陽系
の誕生が１年間の
カレンダー上では
何月何日であるか
比例式を用いわか
りやすく説明する。

①「はやぶさ」
がイトカワにご
く近くまで接近
していることを
理解した。今後
の活動を楽し
みにしている。
②カレンダー上
の月日を計算
で求めるのが
むずかしいとい
う印象を受けて
いる様子であ
る。

「はやぶさ」がイトカワに順調
に接近していることを知り、生
徒は今後を楽しみにしていま
す。
次回の森先生の講義では、
最新の様子を聞かせていた
だけるものと楽しみにしていま
す。
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「はやぶさ」ミッションを学習導入のテーマとして、宇宙や宇宙探査の分野でテーマを設定し、探求学習と発表をさせる。

６月２３日～３月１３日

学習計画表

・□小学校・□中学校・■高校・□その他（　　　　）　２　年・□教育委員会（教員）

⑦神奈川県立弥栄西高等学校

「はやぶさ」ミッション

・□必修教科・□選択教科・□合科学習・■総合学習・□その他（　　　　　）／・□SPP・□SSH

テーマ
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5 9月22日 50分 講義 小惑星探査機
「はやぶさ」の
ミッションをと
おして、宇宙
探査の一端を
理解するとと
もに、「総合的
な学習の時
間」の各自の
課題研究の
テーマ設定に
役立てる。

「現在のはやぶさについて」
講師：森治（JAXA）
支援：浅野眞、岸詔子
（JAXA）

・CGを見ながら「はやぶさ」の
ミッションの概要を復習した。
・最近一ヶ月間の「はやぶさ」
の様子として、「はやぶさ」が
「イトカワ」にどのような技術を
用いて接近していったか、詳
しく説明を受けて学んだ。
・「はやぶさ」の今後のスケ
ジュールについて説明を受け
た。

予め配布したプリント
に講義内容を記入し
ながら理解に努め、
疑問点などを質問し
た。

講師を務めていた
だいた森先生には
丁寧にわかりやす
く説明をしていただ
いた。難しい用語
も噛み砕いて説明
をしていただき、理
解しやすかったと
思います。

「イトカワ」に接
近するための
技術やこれか
らのサンプル
採取の技術な
ど、技術水準
の高さを改めて
感じていた。ま
た、「イトカワ」
が予想通りの
大きさ・形状を
していたことに
ついても驚いて
いた。

前回の講義から一ヶ月経ち、
この間の「はやぶさ」の様子を
中心に講義をしていただい
た。まず電波で観測してその
後光学的な観測をしながら
「イトカワ」に接近して様子が
良くわかりました。生徒がもう
少し積極的になればよいと、
少し歯痒く感じました。生徒も
いろいろと感じ、また考えなが
ら講義を受けているはずです
ので、疑問点などをもっと積
極的に打出しあえればよいと
思います。次回に向けて、そ
の辺りの指導をしたいと思い
ます。また、講義していただく
時間を十分確保するために、
次回は講義終了後、学校に
戻らず宇宙研で放課としたい
と思います。今後もよろしくお
願いいたします。

7 10月20日 100分 講義 生徒各自の
テーマ設定の
参考にするた
め、宇宙探査
の全体像を理
解する。

「宇宙探査と必要技術」
講師：曽根理嗣（JAXA）
支援：岸詔子（JAXA）

・講師の曽根先生が少年時代
からのご自分の履歴を紹介し
て、これまでに宇宙探査とど
のように関わってきたか、話を
聞いた。
・今までに打ち上げられた科
学衛星を例に、二次電池など
の宇宙探査に必要な技術に
ついて学んだ。
・探査ミッションで「何をしたい
か」というときに、そのために
何が必要か、何をしなければ
ならないか等、ミッションへの
考え方の一端を学んだ。
（講義80分　質疑10分）
＊学校から宇宙研までの移
動時間10分

当日配布したプリント
に講義内容を記入し
ながら理解に努め
た。

本日の講義は各自
のテーマ設定のた
めの講義であるこ
とを意識させる。講
義のなかの疑問な
点は遠慮なく質問
させる。

研究者しか知
らない宇宙探
査の技術的な
話題に興味深く
話を聞いてい
た。多彩なアイ
デアを出し合
い、工夫を凝ら
している点に驚
いている様子
であった。ま
た、ふだん課題
へのアプローチ
の仕方につい
てあまり学ぶ機
会がなかったこ
ともあり、曽根
先生のお話は
新鮮であったよ
うだ。

今回もお忙しい中、曽根先生
に講義をしていただき、ありが
とうございました。曽根先生が
意欲的に研究に打ち込んでこ
られたご様子がその語り口か
ら生徒によく伝わったと思いま
す。また、何かしたいことがあ
るときに、どのようにアプロー
チするかを、その考え方を聞
けて、今後各自テーマ設定を
する際の参考になったと思い
ます。今後もよろしくお願いい
たします。

今回もお忙しい中、津田先生
をはじめ宇宙科学研究所の
方々にお世話になり、ありが
とうございました。今回はリア
クションホイール故障という
ニュース直後でしたので実施
を心配していましたが、思い
がけず管制室まで見学し説明
を受けることができ、大変感
謝しています。臼田の大きな
アンテナや管制室内のモニ
ター・スクリーンを見ながら、
コマンド信号が「はやぶさ」へ
光速で20分もかけて到達する
という説明を聞き、「宇宙」と
の交信を実感したようです。
今回は、疑問点などいくつか
質問が出されました。ターゲッ
トマーカーが跳ね返らない理
由などおもしろいものもありま
した。また、一方で、一般的な
高校生が科学研究の意義と
か科学成果の発表の仕方な
どについてあまり知らないこと
を感じました。このような稚拙
な質問にも津田先生には丁
寧に答えていただき感謝して
います。次回は２時間続きで
講義をお願いしていますが、
次回も学校に戻らず宇宙研で
放課としたいと思います。今
後もよろしくお願いいたしま
す。

「はやぶさ」の
管制室を見学
でき、普段見る
ことのできない
最先端の研究
現場をみて感
動し、「はやぶ
さ」との交信現
場が本校の近
くにあることも
改めて実感し
た様子である。
それと同時に
「イトカワ」につ
けた地名や管
制室に置かれ
たダルマなどに
研究者の遊び
心も感じていた
様子である。ま
た、最近の「は
やぶさ」の様子
についても理
解が進んだ。
回数を重ねる
につれ、「はや
ぶさ」を身近に
感じられるよう
になった様子で
ある。

講師を務めていた
だいた津田先生に
は、「イトカワ」の画
像などの最新の
データをもとに丁
寧にわかりやすく
説明をしていただ
き、生徒の質問に
もわかりやすく答え
ていただいた。ま
た、生徒が管制室
を見学する際にも
配慮をしていただ
いた。

予め配布したプリント
に講義内容を記入し
ながら理解に努め、
疑問点などを質問し
た。

6 10月6日 管制室を見学する。
支援：津田雄一、浅野眞、
       岸詔子（JAXA）

・現在の「はやぶさ」の様子
や、「はやぶさ」が撮影した画
像をもとに「イトカワ」の地形な
どについて学んだ。また、今
後「はやぶさ」が「イトカワ」に
どのようにして着陸するか、に
ついて学んだ。
・「はやぶさ」運用の管制室を
見学し研究の一端を垣間見る
とともに、「はやぶさ」との交信
の仕方などについて説明を受
けた。

小惑星探査機
「はやぶさ」の
ミッションをと
おして、宇宙
探査の一端を
理解するとと
もに、「総合的
な学習の時
間」の各自の
課題研究の
テーマ設定に
役立てる。

見学50分



回 実施日 時間 形式 授業のねらい 授業内容 生徒の学習活動 指導上のポイント 生徒の反応 教員のコメント

8 11月17日 50分 授業 ①サンプル採
取を控えた現
在の「はやぶ
さ」の状況に
ついて理解す
る。②今後の
各自の研究
テーマを考え
る。

テーマ設定について
①新聞記事を用いて先日行
われた「はやぶさ」の「イトカ
ワ」への降下リハーサルやミ
ネルバの投下について説明を
受けた。また、間近に迫った
サンプル採取の予定について
説明を受けた。
②これから行う研究テーマの
設定の仕方・今後の予定につ
いて説明を受けた。テーマ設
定はグループでも個人でもよ
い。次回11/24にテーマ記入
用紙を提出する。12/8に宇宙
科学研究本部の研究者にアド
バイスをしていただく。
（①②ともに25分で説明と質
疑）

＊担当教員による授業

①当日配布した新聞
記事のコピーのプリ
ントに必要事項を記
入しながら理解に努
めた。
②グループまたは個
人でどのようなテーマ
設定をするか、考え
る。

①このミッションの
山場であるサンプ
ル採取が19日と25
日に予定されてい
るので、ニュースや
新聞を注意して見
るように指導する。
②前回の曽根先生
の講義を思い出さ
せ、単なる思いつ
きのテーマ設定に
ならないようにす
る。

①「はやぶさ」
のことが最近
のニュースでも
取り上げられて
いることもあり、
総合的な学習
の回数を重ね
るごとにますま
す「はやぶさ」
を身近に感じて
来ている様子
である。
②テーマ設定
については少し
時間がかかる
様子である。

①この総合学習には、過去の
出来事を学ぶのではなく、「は
やぶさ」ミッションのような現在
進行形のミッションを身近に
感じ、研究者のような臨場感
を生徒にさせたいというねら
いもありました。ここ一週間が
その最大の山場になりまし
た。無事サンプル採取に至
り、感動を得たいと思っていま
す。
②今日の授業でテーマ設定
について話しましたがなかな
か思いつかない生徒もおり、
考えるのに少し時間がかかり
そうです。ご支援をよろしくお
願いいたします。
今後もよろしくお願いいたしま
す。

9 11月24日 50分 授業 ①現在の「は
やぶさ」の状
況について理
解する。
②宇宙のカレ
ンダーづくりの
資料を集め
る。

宇宙カレンダー
①11/20に行われた一回目の
「イトカワ」への降下につい
て、新聞記事やインターネット
のニュース記事を用いて説明
を受ける。
②本校の図書館で宇宙のカ
レンダーづくりのために、宇宙
誕生後、いつ頃どのような出
来事があったか調べる。
（①②ともに25分で説明と質
疑)

＊担当教員による授業

①当日配布した新聞
記事のコピーのプリ
ントやインターネット
のニュース記事に必
要事項を記入しなが
ら理解に努めた。
②図書館で適当な書
籍を見つけ、調べた。

①2６日早朝にも２
回目が予定されて
いるので、ニュース
や新聞を注意して
見るように指導す
る。
②地学、地球の歴
史、生物の歴史の
本などで調べると
よいことをアドバイ
スする。

①「イトカワ」へ
の降下とサンプ
ル採取の成功
を期待している
様子である。
②ふだんなじ
みのない内容
の資料調べに
はじめは困惑し
ていたが、まじ
めに取り組んで
いた。

「はやぶさ」についてニュー
ス・新聞等で話題になってい
て、グループの生徒も注目し
ています。２回目のサンプル
採取が成功するとよいと思い
ます。宇宙のカレンダー作り
のための資料が少しずつ集
まっていますが、カレンダーが
年内に完成するのは困難な
状況です。

10 12月1日 100分 授業 PICマイコンを
用いて、コン
ピュータによっ
て物体の動き
を制御するしく
みを理解す
る。それによ
り、探査機「は
やぶさ」の自
律航行の一端
を理解する。

マイコン制御について
支援：遠藤敏夫
PICマイコンにプログラムを書
き込む方法を理解し、与えら
れたプログラムを書き換えて
自分で考えた動きにしてロ
ボットに装着して実際に動き
を確かめる。また、センサーを
用いたロボット制御について
演示用ロボットを見ながら説
明を受ける。
（講義と実習あわせて100分）

＊担当教員による授業

PICマイコンを用いて
どのようにロボットの
動きを制御するか説
明を受けた後、ＦＤに
収められたプログラ
ム元に一部書き換
え、アセンブルしたの
ちROMライターを用
いてプログラムをPIC
マイコンに書き込ん
だ。実際にロボットが
プログラム通りの動
きをするか確認した。

今回の授業は簡単
なマイコン・プログ
ラム制御ではある
が、探査機「はや
ぶさ」が行う自律航
行と基本的に同じ
原理であることを
強調する。パソコン
操作に不慣れな生
徒に配慮する。

大変興味深か
そうに実習を
行っていた。自
分の書いたプ
ログラム通りに
実際にＬＥＤが
点滅したりロ
ボットが動きを
変えるのに感
心していた。

ロボットがセンサーを用いて
周囲の状況を判断し自らの動
きを制御する、そのことは探
査機「はやぶさ」が行っている
自律航行と基本的に同じ原理
と考え、この時期にマイコンに
よる制御を扱いたいと考えて
いた。今回、遠藤敏夫氏の御
厚意でそのような学習が実現
し、生徒に「制御の世界」の一
端を伝えることができたと思
います。

11 12月8日 50分 授業 各班ごとに設
定する課題学
習のテーマに
ついて考え
る。

テーマ設定について
支援：浅野眞、岸詔子
（JAXA）

１班「人工衛星を飛ばすまで
のプロセスを調べる」
２班「冥王星でキャッチボー
ル」
３班「プラネタリウム作り」
４班「宇宙で植物を育てる」
５班「月でスポーツをする」

宇宙教育センターの浅野先
生、岸先生にアドバイスをして
いただきながら、テーマの立
て方や今後の学習の進め方
について考える。
（導入５分、作業４０分、まとめ
５分）

インターネットや宇宙
関連の図書で調べな
がら考える。疑問点
は浅野先生、岸先生
に質問する。

インターネットで簡
単に調べられる範
囲だけの課題学習
にならないように、
注意を喚起する。

各班ごとに一
応のテーマが
決まったが、全
体的にまだ漠
然としているよ
うである。

各班のテーマが決定しまし
た。今後もご支援をよろしくお
願いいたします。



回 実施日 時間 形式 授業のねらい 授業内容 生徒の学習活動 指導上のポイント 生徒の反応 教員のコメント

12 1月12日 50分 授業 各班ごとに設
定したテーマ
について課題
学習を行う。

テーマ学習
・今後のスケジュールを確認
する。
・各班ごとに学習を進める。
（導入５分、作業４５分）

＊担当教員による授業

各班ごとに学習活
動。（インターネットで
調べる。図書館で宇
宙関連の図書で調べ
る。物理の教科書で
調べる。テーマにつ
いて討議をする。雑
誌「大人の科学」のプ
ラネタリウムを作
る。）

２月２０日のグルー
プ発表までを見通
して計画的に学習
をするように注意を
喚起する。

各班ごとに一
応のテーマが
決まり、テーマ
について具体
的に調べ始め
ている。班に
よってはどのよ
うに進めていけ
ばよいかむず
かしい様子で
ある。

２班については「冥王星で
キャッチボール」と一応テーマ
を決めていますが、それから
先になかなか進まない状態で
います。月でシャボン玉を作
れないかなど、別のテーマを
考えたりしています。他の班
はテーマに沿って調べていま
す。次回は各班へのアドバイ
スをよろしくお願いいたしま
す。

13 1月19日 50分 授業 各班ごとに設
定したテーマ
について課題
学習を行う。

テーマ学習
・今後のスケジュールを確認
する。
・各班ごとに学習を進める。
（導入５分、作業４５分）

＊担当教員による授業

各班ごとに学習活
動。（インターネットで
調べる。図書館で宇
宙関連の図書で調べ
る。物理の教科書で
調べる。テーマにつ
いて討議をする。雑
誌「大人の科学」のプ
ラネタリウムを作
る。）

２月２0日のグルー
プ発表までを見通
して計画的に学習
をするように注意を
喚起する。

各班ごとに一
応のテーマが
決まり、テーマ
について具体
的に調べ始め
ている。班に
よってはどのよ
うに進めていけ
ばよいかむず
かしい様子で
ある。

２班については「冥王星で
キャッチボール」と一応テーマ
を決めていますが、それから
先になかなか進まない状態で
います。月でシャボン玉を作
れないかなど、別のテーマを
考えたりしています。他の班
はテーマに沿って調べていま
す。次回は各班へのアドバイ
スをよろしくお願いいたしま
す。

14 2月2日 50分 授業 各班ごとに設
定したテーマ
について課題
学習を行う。

テーマ学習
支援：浅野眞（JAXA）

・グループ発表までのスケ
ジュールについて確認する。
・各班ごとに学習を進め、発
表に向けて準備する。
・JAXA浅野先生よりアドバイ
スを受ける。
（導入５分、作業４５分）

各班ごとにインター
ネットや書籍で調べ
たりする。JAXA浅野
先生からアドバイスを
受けながらテーマに
ついて具体的に考え
る。

・学習を進める中
で宇宙科学研究本
部の研究者の方へ
の質問事項があれ
ば、申し出るように
伝える。
・あらかじめ浅野先
生に各グループの
進捗状況をお知ら
せして、それを元
にアドバイスをお
願いする。

・各班ごとの進
捗状況はまち
まちである。発
表の仕方を考
え始めている
班もあれば、ま
だテーマ設定
に戻っている班
もある。
・浅野先生にア
ドバイスをして
いだだき、いく
つかの班で今
後の調べる方
向性を掴んだ。

１班「人工衛星を飛ばすまで
のプロセスを調べる」の生徒
達にはたとえば「はやぶさ」の
プロセスについて具体的に宇
宙研究本部の研究者の方に
質問するように話しています。
２班については、テーマを「宇
宙カレンダーの作成」に変え
ることにしました。計算方法を
理解すれば作成の手順は
はっきりしているので進めて
いけると思います。４班「宇宙
で植物を育てる」の生徒達に
は発表のなかに自分たちのア
イデアも入れるようにアドバイ
スをしています。

15 2月9日 50分 授業 各班ごとに設
定したテーマ
について課題
学習を行う。

テーマ学習
・グループ発表までのスケ
ジュールについて確認する。
・各班ごとに学習を進め、発
表に向けて準備する。
（導入５分、作業４５分）

＊担当教員による授業

各班ごとにインター
ネットや書籍で調べ
たりする。

・学習を進める中
で宇宙科学本部の
研究者の方への質
問事項があれば、
申し出るように伝え
る。

・各班ごとの進
捗状況はまち
まちである。発
表の仕方を考
え始めている
班もあれば、ま
だテーマ設定
に戻っている班
もある。

１班「「人工衛星を飛ばすまで
のプロセスを調べる」の生徒
達にはたとえば「はやぶさ」の
プロセスについて具体的に宇
宙研究本部の研究者の方に
質問するように話しています。
２班については、テーマを「宇
宙カレンダーの作成」に変え
ることにしました。計算方法を
理解すれば作成の手順は
はっきりしているので進めて
いけると思います。５班「宇宙
で植物を育てる」の生徒達に
は発表のなかに自分たちのア
イデアも入れるようにアドバイ
スをしています。

16 2月16日 50分 授業 課題学習のグ
ループ発表の
準備を行う。

発表準備
・次回の発表の仕方について
確認する。
・各班ごとに発表に向けて準
備を進める。
（導入５分、作業４５分）

＊担当教員による授業

各班ごとに発表用の
スライドを作ったり、
発表の練習をする。
また、宇宙研究本部
の研究者に話を聞く
班もある。

・学習が遅れがち
なグループに一層
の努力するように
注意を喚起する。
・発表の仕方につ
いて指導する。

発表までの時
間が残りわず
かであり、少し
焦っている班も
ある。学習を進
める中で学習
に必要な物理
や生物の知識
が不足している
と感じている生
徒もいる。

急遽、１班「人工衛星を飛ば
すまでのプロセスを調べる」
の生徒達に研究者の方に話
を聞く機会を設定していただ
きまして有り難うございます。
他の班も発表に向けて準備を
進めいています。
昼休みや放課後、また、週末
も利用して直前まで発表の準
備をする班もありそうです。次
回の発表会では講評をお願
いいたします。



回 実施日 時間 形式 授業のねらい 授業内容 生徒の学習活動 指導上のポイント 生徒の反応 教員のコメント

17 2月20日 50分 発表 課題学習のグ
ループ発表を
行う。

テーマ学習の発表
講評：岸詔子（JAXA）
支援：浅野眞（JAXA）
・各グループごとに５～６分の
発表を行う。
１班「人工衛星を飛ばすまで
のプロセス」
２班「宇宙のカレンダー」
３班「プラネタリウム」
４班「宇宙で植物を育てる」
５班「月でスポーツをする」）
最後に、宇宙教育センターの
岸先生が講評を行う。

＊新聞記者が授業を取材にく
る。

（始めに５分、発表４０分、講
評５分）

予め各グループで用
意した資料を利用し
て発表を行う。発表
グループ以外の生徒
は静かに聴き、疑問
点は質問する。

準備してきたことを
ゆっくりわかりやす
く話をするように努
めるように指導す
る。

JAXAの方や新
聞記者のいる
前で緊張しな
がらも努力して
発表に取り組
んでいた。

昨年秋よりテーマを考えると
ころからご支援をいただきまし
て有り難うございました。なか
なか具体的にテーマを絞れな
いまま年が明けてしまった班
もありましたが、今日の発表
までこぎ着けることができまし
た。「総合的な学習の時間」以
外ではこのように自ら調べた
り考えたりする場面は普段は
少ないので、貴重なものだっ
たと思います。

18 3月13日 100分 全体
発表

発表時間は、
１講座＝５分～１０分

＊担当教員による授業


